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Sorry, this presentation is written in Japanese.



本日の内容：

系内天体に関するユーザーの意見分布調査

⇒議論は今後の課題

アンケート内容

まとめ

分析

今後の予定

アンケートに時間を
割いて頂いた皆さん、

どうも有難う
ございました!!



アンケート内容
最近のすばるUMや光赤外関連の会議での議論のひとつとして、今
後5-10年のスケールですばるの装置開発・戦略が議題に挙がって
います。これまでは、どちらかと言えば装置（チーム）主体の議
論が多かったのですが、前すばる小委員長である有本さんを中心
に、「必ずしも既提案装置にしばられずに、サイエンスから見て
どのようなすばる次期装置が必要か」という視点も重要という意
見があり、既に系外銀河関係ではかなり議論が進みつつありま
す。

有本さんからの依頼もあり、つきましては、『系内天体でもポス
ドクなど若手の人を中心に以下のような議論を並行して進められ
ないか』と思い、皆さんにメールいたしました。（中略）

以下のようなアンケートを含めて、議論にご協力頂ければ幸いで
す。なお、この結果は、今後のすばる小委員会やすばるの将来装
置を議論する場で紹介していただき、10年スケールでのすばるの
活用と装置将来計画に反映させていただくようにお願いする予定
です。



アンケート内容
このような検討に参加する・しない。

系外銀河検討会で既に行った「アンケートの系内版」に協力す
る・しない。

皆さんから「すばるの次世代装置で５―１０年後に行うべき研
究」 のごく短い提案を募集します。提案は、以下のサイエンス
A、 サイエンスBの２種類に関してお願いします。形式は系外銀河
分野におけるアンケートに沿っています。

サイエンスA. ご自身の専門分野に最も必要な研究

サイエンスB. ご自身の専門分野にはならないが、次世代装置で行
うべきと考える面白い研究

Aは最低ひとつ。

Bは可能であれば。



アンケート内容
サイエンスA.（複数可、最低ひとつ）

タイトル：

使用装置（複数可）：

概要（２―３行で具体的に）

サイエンスB.（複数可、省略可）

タイトル：

使用装置（複数可）：

概要（２―３行で具体的に）

最も大事な装置スペック（省略可）

波長（域）：

視野 ：

波長分解能：

そのほかの機能：



仮定する装置について
・赤外撮像

-WNIR-CAM 視野400平方分の近赤外撮像装置:1-5um

-SuperWNIR-CAM 視野1.5平方度の近赤外撮像装置:1-5um

-*Wide-field AOC NIR, 視野2'程度、回折限界

-*ExtremeAOC NIR, >1000素子以上の高ストレール比

・可視撮像

-SPCAM 視野900平方分の可視撮像装置:0.4-1um

-HYSPCAM 視野1.5平方度の可視撮像装置:0.4-1um

・赤外分光

-FMOS 視野700平方分の近赤外分光装置：ファイバー400本:0.9-1.7um

-SuperFMOS WFMOSの赤外版 (視野1.5平方度、ファイバー4000本：

0.9-1.7umが基本だが1-5umを考えてもよい) 

-*AO-MOS 回折限界、2'視野、面分光

-*HDIRS 超高分散近赤外分光（R>~150000)

-*MIRS 中間赤外撮像分光装置（5'x5'?, R>3000?)

・可視分光

-miniWFMOS 視野900平方分の可視分光装置:ファイバー数400本程度:0.4-1um

-WFMOS 視野1.5平方度の可視分光装置:ファイバー数4000本程度:0.4-1um

-*superHDS TBD

観測夜数に制限は設けません。

系外分野では装置の可能性として
、以下のような装置を用いること
を仮定したようですが、系内では
別の種類の装置が必要になると思
います。自分でスペックを指定し
てくださってかまいません。私の
方でも少し補足しました（*印のも
の）。また、文章表現は系外用の
ものをそのまま用いています。



結果

19人から回答あり

改めて、ありがとうございました！

2回回覧したが、必ずしも、ヘビーユーザーから
返事があったわけではないのはちょっと残念

2人：検討は難しい

1人：具体的提案は今後

29件のプロポーザル提案

以下、その紹介・分析



結果



分析

詳しい分析は今後の課題だが、、、

現状の装置および簡単なアップグレードではまだ
不満足と思われる。

いろいろな波長での装置拡張が必要そう。

特に、赤外波長での高分散分光機能への希望が多
い。

近未来の話がほとんどであった。5-10年の話はど
うするか？

多機能大型装置検討は難しい印象。



そのほかの重要なコメント

JELTやTMTに載せる装置のプロトタイプとしての性格も含
めて、すばるの次期観測装置の議論を進めると良い。

現在のすばる望遠鏡で欠けている部分があり、それは近
赤外の高分散分光器と可視の中分散分光器。一般の共同
利用に供するすばる望遠鏡としてはこの欠けている部分
を埋め合わせて欲しい。

すばる装置策定の観点からはALMAとの連続性をもっと意
識すべき。

NIR/MIRでの2次元分光の重要性は言うまでもない。

既存の装置を望遠鏡や装置のバージョンアップを行いな
がら最大限に活用していくことも、労力があまりかから
ないが得るものは大きい。

長期のtime series dataをとるために、少しの時間(30分
以下)の時間を数年間というプロポーザルの枠組みを作っ
て欲しい。



今後の進め方

タイムスケールの設定

急ぎすぎるものではないだろう。

2-3年程度でとりあえずの希望をまとめる？

系内検討グループの設定

有志？

観測所・すばる小委アサイン？

元になるサイエンスの進め方

既存の装置による観測の進め方

将来装置のためのR&Dの進め方

すばる・天文台からの必要な技術開発への投資

以上です


